
 

 

～ 補足資料／運用グループ統合手順 ～ 

（訪問介護＋／訪問入浴介護＋システム） 

 

今回ご提供させていただきます『Build28』において、ヘルパー情報の管理単位をサービス事業（介護／予

防）別から複数のサービス事業（介護／予防）をまとめた「運用グループ」に変更しております。Build27 以

前より訪問介護を運用されている場合は「Ⅰ．データ移行」の内容をご確認ください。また、運用グループの

導入に伴い、介護や予防のサービス事業をまとめて管理する運用に変更する場合は、「Ⅱ．運用グループの統

合手順」に従って作業を行ってください。 

 

Ⅰ．データ移行 

 Build27以前から Build28へのバージョンアップが行われると、既に登録されているサービス事業がそれぞ

れ単独で運用グループとして登録されます。 

 

 

＜ヘルパー情報＞ 

＜データ移行関係図＞ 

＜ヘルパー情報＞ 

11：訪問介護 
 

ヘルパー 賃金 

61：予防訪問介護 
 

ヘルパー 賃金 

11：訪問介護 
 

ヘルパー 賃金 

・運用グループ A ・運用グループ B 

【データ移行で運用グループが作成される条件】 

訪問介護＋／訪問入浴介護＋システムで運用実績があるサービス事業が運用グループとして作成されま

す。ただし、下記メニューの情報しか登録がない場合は運用グループが作成できませんので、手動で運用

グループを登録する必要があります。 

 

 

 

 

 

【運用グループで管理される情報】 

① ヘルパー情報  ②賃金単価マスタ  ③ヘルパー賃金計算データ  ④利用者ヘルパー相性 

⑤提供サービス・勤務シフト等のサービス事業のデータ ⑥各種名称 

61：予防訪問介護 
 

ヘルパー 賃金 

＜データ移行関係図＞ 

移

行

前 

移

行
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・訪問介護＋ -> サービス利用者 -> 訪問介護計画書（タイプ１） 

・訪問入浴介護＋ -> サービス利用者 -> 訪問入浴介護計画書 

・訪問介護＋／訪問入浴介護＋ -> サービス利用者 -> 居宅サービス記録 

・訪問介護＋／訪問入浴介護＋ -> サービス利用者 -> モニタリング総括表 



＜データ移行関係図（画面）＞ 

移

行

前 

移

行

後 

訪問介護＋ -> サービス提供者 -> 訪問介護事業者 

訪問介護＋ -> サービス提供者 -> 運用グループ 



 

 

 

Ⅱ．運用グループの統合手順 

複数の運用グループをひとつの運用グループに統合する手順を設定例を元にご説明いたします。 

 

【設定例】 

平成 20年 8月から統合した「運用グループ」で運用を開始する 

②「編集」を押下します 

 （１）運用グループ「61:介護予防訪問介護」を編集で開きます。 

 

①61:介護予防訪問介護を選択します 

１．運用グループの統合 

 11:訪問介護と 61: 介護予防訪問介護の運用グループのうち、まず 61:介護予防訪問介護の運用を終了

させた後、 11:訪問介護の運用グループに、61:介護予防訪問介護のサービス事業を追加します。 

＜統合前の運用グループ＞ ＜統合後の運用グループ＞ 

11：訪問介護 

61：予防訪問介護 

61：予防訪問介護 

平成 20年 7月 31日運用終了 

統合 

7月 ８月 

運用グループ：訪問介護 

運用グループ：介護予防訪問介護 



③「運用グループ」の終了日を[2008/7/31]に設

定します 

④2008/7/31 以前のデータを参照しない場合

は、「運用しない」にチェックします 

⑤「保存」を押下します 

（２）「運用期間」の終了日を[2008/7/31]に設定し「運用しない」をチェックします。 

 

 （３）運用グループ「11:訪問介護」を編集で開きます。 

 

⑦「編集」を押下します 

⑥11:訪問介護を選択します 



 （４）運用するサービス事業で 61:介護予防訪問介護をチェックします。 

 運用グループ名/略称は必要に応じて変更してください。 

⑧「運用グループ名」を設定します 

⑨「運用グループ略称」を設定します 

⑩61:介護予防訪問介護をチェックします 

⑪「保存」を押下します 

 （５）運用グループの統合は終了です。 

 

複数のサービス事業をまとめることができます 



 

 

 

２．週間サービス計画表の「担当ヘルパー」の再設定 

 本資料を参考に運用グループの統合を行った場合、61：予防訪問介護で作成した週間サービス計画表に 

 設定されている「担当ヘルパー」が、統合前の運用グループのヘルパーになっています。 

 その為、再度、統合後の運用グループのヘルパーで「担当ヘルパー」の再設定を行う必要があります。 

 

(１) 業務状況モニタより該当者の週間サービス計画表を開きます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２) 週間スケジュールより「担当ヘルパー」を「編集」で開きます。 

 

 

 

①対象者を選択します 

②「週間スケジュール」を押下します 

③「編集」を押下します 

④登録されているパターンを選択します 

※複数登録されている場合、各パターンで変更を行って下さい 

⑤「編集」を押下します 

⑥「担当ヘルパー」を選択します 

⑦「編集」を押下します 

[メニュー] 訪問介護＋->サービス利用者->業務状況モニタ 



 

 

(３) 「運用 Gを変更する」を押下します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(４) 注意ダイアログが表示されます。「はい」を押下します。 

 

 

 

 

 

 

(５) 統合後の運用グループを選択し、担当ヘルパーの再設定を行います。

⑧「運用 Gを変更する」を押下します 

⑨「はい」を押下します 

⑩「統合後」の運用グループを選択します 

⑪「担当ヘルパー」を再設定します 

※運用が終了している「運用グループ」が選択されています 



３．賃金単価マスタの統合（賃金計算を行なっている場合のみ） 

 統合を行った運用グループには、61:介護予防訪問介護の賃金マスタが登録されていません。 

 賃金単価マスタ登録画面より、61:介護予防訪問介護の賃金マスタを再登録する必要があります。 

 （１）「賃金単価表」登録画面を表示し、統合を行った「運用グループ」を「編集」で開きます。 

 

[メニュー] 訪問介護->その他->賃金単価表 

①統合を行った「運用グループ」を選択します 

 （２）集計項目設定より一覧画面を開き、61:介護予防訪問介護の賃金単価マスタの追加を行って下さい（※）。 

 

②「編集」を押下します 

③「集計項目の設定」を押下します 



 （※）Build28より、業務内容条件の設定でサービス種類の指定ができるよう変更されております。 
 61:介護予防訪問介護に設定されている賃金単価を参考に賃金単価マスタの追加を行って下さい。 

サービス種類が指定できます 



１．サービス事業の「略称」の設定について 

 ヘルパースケジュール管理画面では、サービス事業の名称が「略称」で表示されます。サービス事業名

が表示されない場合は、介護サービス事業者の登録画面より、サービス事業の「略称」を設定して下さい。 

 

サービス事業の「略称」が表示されます 

サービス事業の「略称」が設定されていない場合 

以下のようにサービス事業が「空白」で表示されます。 

 

介護サービス事業者の登録画面よりサービス事業の「略称」

を設定して下さい。 

 ・ヘルパースケジュール管理画面 

 Ⅲ.運用前の注意事項 

 



  ＜サービス事業の「略称」の設定＞ 

 介護サービス事業者の登録画面より、「略称」の設定を行います。 

[メニュー] 基本情報->事業

者->介護サービス事業者 

 ・介護サービス事業者登録画面 

①訪問介護事業所を選択します 

②「編集」を押下します 

③サービス事業を選択します 

④「編集」を押下します 

⑤「略称」を設定します 



 

２．運用グループ統合後の注意（ヘルパー情報） 

 本資料の設定例を参考に運用グループの登録を行った場合、11:訪問介護のヘルパー情報が基本になり

ます。従って、11:訪問介護と 61:介護予防訪問介護に登録されているヘルパー情報に差異がある場合（※）

は、統合された運用グループにて、新規にヘルパー情報の追加を行って下さい。 

※61:予防訪問介護のみにヘルパーが登録されている場合 

 
 ・ヘルパー登録画面 

統合した「運用グループ」にヘルパーの追加を行います 

[メニュー] 訪問介護->サービス提供者->ヘルパー 

３．賃金計算の締め日を月途中（15日）に設定している場合 

 本資料の設定例を参考に運用グループの登録を行った場合、運用を終了する 61:予防訪問介護と統合を

行った運用グループでは運用期間が重複する期間が生じますが、運用グループ自体が異なる為、賃金計算

への影響はありません。 

７月 ８月 ６月 
締め日 15日 

統合 

予防 

運用グループの運用終了が 1 ヶ月単位で行われる為、 

7月 15日～7月 31日までの期間が、統合した運用グループと重複します。 

ただし、賃金計算は「統合した運用グループ」で行う為、影響ありません。 

＜運用グループの運用期間イメージ＞ 

７月 31日【運用終了】 

統合後の運用グループに新規にヘルパーを 

追加した場合は、以下項目も忘れないように

再度設定して下さい。 

・ヘルパーの賃金単価種別 

・利用者ヘルパー相性 

・各種名称 


